
岬
 
世
界
星
辰
の
概
念
 
 
 

景
気
に
関
す
る
科
挙
的
文
献
中
に
屡
々
述
べ
ら
れ
て
居
る
尊
は
、
通
例
景
気
と
云
ふ
言
葉
を
以
て
云
ひ
表
は
し
て
ゐ
る
朗
の
、
経
 
 

済
生
活
の
波
状
運
動
が
、
略
々
百
年
此
方
、
殊
に
前
世
紀
の
中
賓
以
来
、
誉
耽
読
閲
際
現
象
と
な
つ
て
米
た
こ
と
、
即
ち
世
界
 
 

発
戴
の
成
立
に
伴
っ
て
、
園
内
景
気
の
並
布
状
態
が
、
統
叫
的
せ
界
教
範
に
迄
嶺
展
し
た
苛
で
あ
る
。
 
 

献
酬
大
戦
及
び
英
語
結
果
は
、
哉
前
既
に
成
立
し
て
居
た
様
に
思
は
れ
た
諒
界
景
気
」
の
此
の
統
叫
性
を
、
数
年
問
に
亙
っ
て
破
 
 

永
 
作
 
 

丸
 
田
 
 

本
稿
托
、
L
a
ト
一
計
h
e
r
f
u
－
蔓
…
○
コ
a
－
○
訂
コ
○
ヨ
2
i
e
u
コ
d
S
－
a
蔓
k
こ
u
2
B
d
・
－
所
載
の
論
文
富
－
コ
a
－
ぎ
a
訂
K
O
喜
コ
ぎ
r
z
u
s
a
ヨ
・
 
 

∃
e
コ
H
a
コ
笥
－
く
○
コ
ロ
r
■
⊇
b
e
r
t
く
●
ヨ
u
h
i
e
n
f
e
l
s
．
の
繹
で
あ
る
。
 
 

恩
威
の
間
際
的
諦
踊
係
 
 

日
日
 
 
 

一
、
世
界
景
嵐
の
檻
念
 
 

三
、
恩
威
の
観
際
的
液
及
 
 

茄
、
経
済
政
策
ミ
景
嵐
波
及
 
 

景
気
の
国
際
的
諸
関
係
 
（
こ
 
 

二
、
景
免
の
観
際
約
瀦
要
因
 
 

四
、
閲
氏
姓
臍
約
組
織
の
相
遮
ミ
景
嵐
涯
及
 
 

（
八
一
）
 
八
一
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第
五
態
 
 
第
 
∵
鮨
 
 

（
八
こ
）
 
八
こ
 
 
 

壊
し
た
。
即
ち
二
カ
に
於
て
は
、
「
貸
糟
偵
倍
の
安
富
せ
る
」
図
民
経
済
が
、
他
方
に
は
「
貨
幣
惜
値
の
下
落
せ
る
」
国
民
雛
臍
が
、
数
 
 

年
を
通
じ
て
極
端
に
種
々
な
る
景
気
欒
動
を
惹
き
起
し
、
庸
文
此
の
弼
袋
園
の
内
部
に
於
て
、
景
気
の
種
々
様
々
の
個
別
化
む
出
現
 
 

せ
し
め
た
。
而
し
て
今
日
に
於
て
も
尚
、
駿
東
欒
勤
の
過
去
の
流
血
性
は
未
だ
回
復
さ
れ
て
屈
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

ご
修
辞
細
に
考
察
す
る
な
ら
ば
わ
か
る
如
く
、
個
々
の
団
々
に
於
け
る
景
気
欒
動
の
経
過
は
、
哉
前
に
於
て
も
、
種
々
な
る
相
違
 
 

を
示
ト
て
居
た
の
で
あ
懲
詳
言
す
れ
ぼ
其
の
景
窺
欒
勤
の
谷
と
峯
と
は
同
時
に
到
来
し
た
わ
け
で
は
無
く
、
上
昇
運
動
の
強
度
と
 
 

周
 
下
降
遊
動
の
そ
れ
と
は
興
り
、
個
々
の
団
々
に
於
て
は
同
様
の
経
臍
部
門
が
、
此
の
長
泉
欒
動
に
、
蓉
加
し
た
わ
け
で
は
無
く
、
叉
 
 

狗
 
長
期
間
に
官
す
、
或
国
民
経
済
が
其
の
他
の
囲
民
経
済
と
は
、
全
然
異
る
経
臍
状
態
を
示
し
た
事
も
稀
で
は
無
か
つ
た
。
 
 

景
気
に
関
す
る
殆
ど
凡
て
の
主
要
な
る
論
文
に
於
て
は
、
景
気
の
固
際
化
の
、
極
め
て
＃
著
な
寄
嘗
を
述
べ
、
此
の
場
合
、
極
め
て
 
 

重
要
な
る
問
題
は
、
景
気
の
科
蓼
的
研
究
、
並
に
世
界
経
済
的
研
究
な
る
番
を
強
調
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
従
準
此
の
問
題
を
解
 
 

決
し
、
或
は
大
の
解
決
可
能
性
を
示
す
べ
き
嘗
際
的
試
み
は
何
等
行
は
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
W
・
C
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
、
彼
の
基
 
 

磯
的
著
作
の
中
に
於
て
、
主
と
し
て
、
此
の
事
驚
の
簡
単
な
る
説
明
を
以
て
満
足
し
、
大
の
番
賛
の
原
因
に
就
て
は
、
二
三
の
簡
単
 
 

4
 

5
 
 

な
、
併
し
意
味
深
き
注
意
を
、
輿
へ
て
ゐ
る
忙
過
ぎ
な
り
オ
ス
カ
ー
ル
・
モ
ル
グ
ン
ス
チ
ル
ン
の
論
文
「
貴
家
の
国
際
的
比
較
研
 
 

究
」
も
亦
、
玄
に
考
察
中
の
問
題
豪
唯
附
随
的
に
取
扱
っ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
 
 
 

次
に
述
べ
る
余
の
考
察
も
亦
世
界
経
済
に
於
る
景
気
の
並
行
状
態
の
尊
貌
、
並
に
大
の
例
外
、
及
び
欒
則
を
完
全
に
詮
明
し
、
謂
 
 

は
ゞ
「
世
界
景
気
理
論
」
な
る
も
の
を
打
ち
建
て
ん
と
す
る
目
的
を
有
す
る
針
の
で
は
純
㌫
。
此
の
論
文
は
、
「
肝
界
景
気
」
な
る
事
象
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の
詮
明
の
為
に
余
の
特
に
盈
姿
な
り
と
思
ふ
問
題
を
指
示
ト
、
軍
≡
の
関
係
を
説
明
す
る
軍
に
止
め
る
。
此
の
論
文
は
、
若
干
の
断
 
 

6
 
片
的
暗
示
を
以
て
、
歴
々
自
ら
満
足
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
大
の
補
充
巧
さ
し
あ
た
り
後
日
の
労
作
に
謀
ら
ね
ぽ
な
ら
惣
 
 

菜
菊
間
題
を
、
国
際
的
に
取
扱
ふ
研
究
は
、
執
れ
も
夫
れ
に
着
手
す
る
や
否
や
仕
々
看
過
せ
ら
れ
て
ゐ
る
困
難
に
遭
遇
す
る
。
即
 
 

、
、
、
、
－
I
、
、
、
、
、
t
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

ち
夫
れ
は
、
表
的
に
、
旨
ひ
換
れ
ば
、
「
囲
際
的
」
に
常
蹴
ま
る
覚
気
の
及
び
特
性
の
概
念
の
決
定
は
困
難
で
あ
る
。
個
々
の
国
民
 
 

経
済
構
造
上
の
差
違
、
及
び
蟹
展
状
態
の
相
違
が
、
個
々
の
団
々
に
於
け
る
義
気
」
と
云
ふ
現
象
を
し
て
更
に
厭
々
な
る
姿
を
呈
せ
 
 

中
り
 
し
め
る
の
で
あ
る
。
韮
に
問
題
と
な
る
の
は
ー
オ
ス
カ
ー
ル
・
モ
ル
グ
ン
ス
テ
ル
．
ン
が
示
し
て
ゐ
る
如
し
＝
－
－
同
〓
困
に
於
て
時
 
 

間
的
に
別
々
に
現
れ
る
豊
泉
驚
比
較
す
る
場
合
に
組
る
も
の
佐
相
應
す
る
事
柄
之
で
あ
る
ぐ
さ
れ
ば
靡
く
国
際
的
に
取
扱
ふ
親
祭
 
 

に
於
て
は
、
個
々
の
団
々
に
於
る
景
気
の
程
々
な
る
軍
象
形
態
空
つ
の
概
念
の
下
に
包
含
し
待
ん
が
為
に
は
、
全
然
仙
般
的
な
る
 
 

概
念
決
定
を
以
て
是
非
と
も
満
足
せ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
概
念
決
定
は
、
即
ち
景
気
は
、
経
済
活
動
の
膨
脹
と
収
縮
と
の
循
環
で
 
 

ぁ
り
、
夫
の
波
長
（
上
昇
期
の
始
ま
り
か
ら
高
貴
束
並
に
不
鼠
気
を
経
て
、
次
の
上
昇
期
の
始
ま
り
迄
）
は
三
年
乃
至
十
二
年
の
期
間
 
 

を
包
含
す
る
と
云
ふ
寮
よ
り
以
上
に
精
密
に
定
め
ら
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
波
状
運
動
の
事
象
が
如
何
な
る
も
の
な
る
か
は
、
 
 

（
．
〇
 
 

団
々
に
依
っ
て
秤
々
に
解
答
な
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
り
 
 

、
－
、
－
、
、
、
、
－
、
1
、
、
、
、
－
1
、
－
、
1
、
’
ヽ
’
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

「
世
界
展
気
」
に
つ
い
て
の
考
察
、
並
に
夫
の
詮
明
は
如
何
な
る
獣
道
そ
の
前
提
と
し
て
ち
の
眈
に
確
定
さ
れ
夜
景
気
疎
論
を
恨
 
 

足
す
る
か
、
更
に
犬
は
」
鷺
或
る
三
の
景
気
現
諭
に
立
脚
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
と
云
ふ
問
題
の
解
答
に
於
て
や
栗
鼠
概
念
 
 

の
決
定
の
場
合
に
於
る
と
同
様
の
困
難
が
生
ず
る
。
之
に
閲
し
て
モ
ル
ゲ
ン
ス
テ
ル
ン
は
、
例
へ
ば
銀
行
信
用
の
大
い
さ
の
攣
化
か
 
 

屠
嵐
の
国
際
的
誇
踊
係
 
 

（
八
三
）
 
八
三
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第
玉
食
 
 
第
 
】
 
抗
 
 

（
入
組
）
 
入
国
 
 

ら
景
気
を
推
論
す
る
拙
論
が
、
凡
て
の
国
民
経
済
に
同
株
に
適
用
さ
れ
得
る
や
香
色
と
云
ふ
寄
に
闘
し
、
蜜
に
無
理
か
ら
ぬ
疑
問
を
 
 

凝
亜
し
て
ゐ
る
。
叉
他
方
1
去
ル
ゲ
ン
ス
テ
ル
ン
の
超
唱
し
て
ゐ
る
如
く
・
1
国
民
経
済
の
各
々
の
類
型
に
雷
混
ま
る
特
種
の
景
 
 

気
理
論
を
建
て
る
事
は
誤
謬
で
あ
る
様
に
思
は
れ
右
。
寧
ろ
大
の
目
的
は
全
世
界
経
済
的
景
気
を
詭
明
す
る
埋
儲
を
牽
見
す
る
事
で
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
夫
は
恰
も
観
民
経
済
の
各
部
分
も
亦
世
界
経
済
の
軽
々
な
る
蕗
城
と
同
様
に
類
似
の
景
気
辞
退
に
於
る
相
違
を
 
 

示
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
統
一
的
団
民
経
済
的
景
気
理
論
を
打
ち
超
て
又
は
打
ち
建
て
ん
と
努
力
す
る
が
如
く
で
あ
る
。
勿
論
種
々
 
 

な
る
国
々
に
於
る
経
臍
政
策
上
の
不
統
一
か
ら
正
し
く
図
民
経
済
的
景
気
と
世
界
経
済
的
景
気
と
の
間
に
、
或
特
種
の
差
違
を
生
ず
 
 

る
等
質
は
見
落
し
て
は
な
ら
ぬ
け
れ
共
、
裁
に
問
題
と
な
る
の
は
執
れ
に
し
て
も
、
多
く
の
見
地
に
於
て
食
も
二
つ
程
度
上
の
差
違
 
 

の
み
で
あ
る
。
 
 

世
界
景
気
の
諸
寄
象
の
認
識
は
抑
々
そ
れ
ら
の
寄
象
が
全
然
其
れ
る
闘
民
挺
臍
的
景
気
事
象
の
相
耳
影
響
の
結
果
で
あ
る
事
に
囚
 
 

9
 
 

り
、
特
に
困
難
と
な
る
可
「
前
期
資
本
主
義
的
」
「
高
度
資
本
主
義
的
」
、
並
に
「
後
期
資
本
主
義
的
」
国
民
経
臍
が
並
存
す
る
と
云
ふ
 
 

串
資
の
み
な
ら
す
、
個
々
の
国
民
経
済
に
於
る
「
農
東
領
域
」
と
「
工
柴
領
域
」
と
が
典
へ
る
そ
の
重
要
度
の
相
違
も
亦
菟
に
、
意
義
を
 
 

有
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
の
景
気
は
本
質
的
に
エ
光
景
鼠
と
し
て
硯
は
れ
て
ゐ
る
が
故
に
、
世
界
経
済
的
豊
泉
攣
動
の
指
導
力
は
 
 

兜
づ
第
∴
に
エ
菜
園
次
に
存
す
る
が
そ
れ
等
の
閑
々
に
於
る
景
気
は
農
薬
甜
図
に
於
る
蛙
臍
的
、
並
に
自
然
的
諸
寄
象
（
例
へ
ば
穀
 
 

物
収
穫
豊
凶
）
に
因
つ
て
大
い
に
左
右
さ
れ
る
。
夫
等
諸
寄
象
が
、
他
方
叉
工
莞
放
束
の
術
環
に
闘
興
す
る
意
味
に
於
て
、
反
封
に
 
 
 

農
業
国
に
影
ぜ
を
及
ぼ
す
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詮
明
を
簡
罫
に
せ
ん
が
焉
、
先
づ
経
済
組
織
の
差
違
、
及
び
そ
の
馬
に
は
さ
し
懲
り
、
牡
望
見
気
に
封
し
て
有
す
る
意
義
を
無
経
 
 
 

せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
是
等
の
問
題
に
関
し
て
は
、
せ
界
経
済
的
市
場
関
係
の
訟
明
に
依
り
て
、
個
々
の
影
響
事
象
が
、
明
瞭
に
な
 
 

つ
尭
後
、
再
び
考
察
す
る
で
あ
ら
う
。
 
 

扁
・
S
a
r
t
O
r
i
u
s
F
r
h
r
・
＜
・
W
a
r
t
e
r
s
h
a
u
s
e
コ
、
ロ
a
s
く
。
芳
s
w
乏
s
h
a
f
芳
h
e
s
y
s
什
e
ヨ
d
e
r
K
a
p
i
t
a
訂
コ
i
a
コ
宮
e
首
コ
¶
ど
s
ぎ
d
e
∵
石
ヨ
一
S
．
 
 

遠
山
戸
及
び
T
h
・
〔
・
B
u
－
t
O
コ
｝
n
r
i
s
用
S
こ
3
N
一
明
●
撼
f
．
参
照
 
 

㌍
F
・
E
u
昏
b
u
r
苧
口
剛
2
i
コ
t
e
r
邑
叫
○
コ
a
－
e
W
叫
－
t
S
h
a
f
t
s
－
a
笥
ご
畳
t
s
c
ト
r
彗
f
u
r
く
○
芳
s
w
i
－
宮
h
a
ぎ
S
O
N
l
a
官
≡
芳
雪
丸
く
e
r
w
a
ぎ
コ
瓜
＝
｝
 
 

】
u
．
B
d
．
二
哀
挙
S
－
M
讐
f
『
．
参
照
 
 

u
・
之
に
封
し
て
ほ
W
・
C
・
妻
c
h
e
－
㌻
B
l
－
S
叫
コ
e
S
S
〔
y
n
－
2
S
こ
h
e
P
－
O
b
i
e
ヨ
a
コ
d
諾
S
2
t
－
者
】
§
－
C
ト
a
p
t
e
ニ
く
巌
び
W
・
「
1
ト
O
r
P
－
 
 

B
己
S
≡
e
S
S
ユ
コ
コ
巴
s
こ
冶
の
．
参
照
 
 

世
界
粗
野
上
最
も
重
安
な
団
々
に
於
け
る
恩
威
欒
勃
に
閲
し
，
心
血
ね
戦
い
で
馬
さ
れ
た
貴
重
な
リ
ー
プ
芸
研
究
に
、
個
々
の
同
氏
経
済
l
こ
 
 

於
け
る
恩
威
欒
勃
が
相
一
致
し
て
現
れ
る
ミ
共
に
叉
、
多
種
多
様
な
相
遮
な
も
不
断
l
＝
現
す
ビ
特
楽
し
て
ゐ
ろ
。
 
 

P
 
ミ
ツ
ヰ
′
エ
か
氏
の
前
端
昏
四
四
六
貫
以
下
参
照
 
 

汀
－
へ
N
e
諾
c
h
u
r
・
f
・
d
・
笥
S
・
S
t
a
a
t
s
w
訂
㍉
｝
ふ
u
，
b
d
㍉
石
墨
S
∴
㌫
芸
∵
参
照
 
 

P
景
嵐
の
諸
国
間
へ
の
波
及
に
襟
L
、
特
に
信
用
諦
市
場
の
協
力
托
、
革
質
上
非
常
に
寵
妾
で
わ
る
に
こ
も
拘
ら
ず
茨
に
は
繊
く
簡
軍
に
暗
示
L
 
 

た
に
過
ぎ
な
い
。
 
 

D
訂
く
e
r
h
a
コ
d
す
笥
コ
d
e
s
く
e
－
e
象
ぎ
S
O
N
i
a
官
≡
芳
芯
N
∞
i
⊃
N
u
－
き
S
〔
h
芸
J
2
S
く
だ
r
2
ぎ
s
f
u
r
S
O
N
致
p
O
－
茸
琴
二
g
．
】
）
山
 
 

戸
】
声
苫
弓
C
訂
コ
・
「
e
首
N
茸
一
望
0
0
＼
l
冶
u
参
照
 
 

梵
免
の
観
際
的
諸
関
係
 
 

（
八
玉
）
 
八
五
 
 

く邁   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



↓
．
前
掲
ぎ
什
e
ヨ
a
〓
○
コ
巴
く
e
r
鼠
e
i
c
h
e
コ
d
e
 
K
呂
j
u
⊃
k
t
u
r
f
O
r
n
h
亡
コ
山
）
参
醸
 
 
 

0
0
．
こ
れ
に
封
し
て
ほ
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
氏
の
定
義
（
前
掲
潜
四
六
入
貢
参
照
）
、
氏
ほ
尿
瓶
を
次
の
如
く
嘩
徽
づ
け
て
ゐ
ろ
。
「
経
済
約
費
途
階
段
の
 
 

選
な
ろ
社
食
ね
平
均
†
れ
ば
、
期
間
に
於
て
約
三
年
か
ら
六
長
年
」
 
 
 

p
 
宴
t
c
h
e
ニ
新
鶴
掴
四
七
寅
参
照
 
 

〓
 
憂
患
の
国
際
的
要
因
 
 

景
気
の
世
界
経
済
的
諸
相
係
の
分
析
は
、
次
の
問
題
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
「
景
気
の
図
際
的
要
因
」
が
存
す
る
や
 
 

詳
言
せ
ば
せ
界
経
節
会
慣
に
亙
り
統
“
的
、
並
行
的
進
行
を
焦
す
景
気
攣
動
を
招
釆
す
る
原
因
が
、
存
す
る
や
否
や
と
云
ふ
問
題
之
 
 

で
あ
る
。
か
か
る
「
景
気
の
閣
際
的
婁
囚
」
が
、
問
趨
と
か
ら
な
い
限
り
、
景
気
の
並
行
状
態
は
、
域
叫
国
是
気
の
他
の
闊
民
粁
臍
へ
 
 

の
波
及
の
み
に
よ
つ
て
起
る
。
 
 

「
景
気
の
圃
際
的
要
因
」
存
否
の
問
題
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
腎
定
的
な
意
味
の
解
答
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
雷
々
の
窓
見
に
随
 
 

へ
ば
之
は
誤
だ
と
思
ふ
。
即
ち
ご
愴
詳
細
に
、
願
察
す
る
な
ら
ば
わ
か
る
如
く
、
景
気
の
国
際
的
要
因
な
る
も
の
は
存
せ
な
い
の
で
 
 

あ
る
q
韮
に
問
題
と
な
り
得
る
の
は
、
本
質
的
に
は
唯
、
自
然
的
諸
駅
因
の
み
で
あ
ら
う
っ
 
 
 

而
し
て
人
々
は
好
ん
で
屡
々
世
界
終
演
的
景
気
を
、
綜
合
流
叫
す
る
姿
因
と
し
て
脾
橙
欒
動
を
撃
げ
て
ゐ
る
。
多
〈
の
外
生
的
景
 
 

棄
郡
諭
か
ら
、
即
ち
収
穫
攣
動
及
び
景
気
を
地
球
・
金
屋
・
及
び
太
陽
の
奴
態
と
紺
係
せ
し
め
る
、
例
へ
ば
著
名
な
る
ゼ
ポ
ン
ス
の
太
陽
 
 

「
⊥
 
 

黒
鮎
詮
、
或
は
H
・
L
・
ム
ウ
ア
の
理
払
叩
か
ら
或
精
度
の
必
然
性
を
も
つ
て
さ
へ
、
生
起
す
る
と
。
然
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
嘗
誇
的
 
 
 

第
五
笹
 
 
井
一
班
 
 

（
八
六
）
 
八
六
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2
 
 

ヽ
ヽ
 
 

研
究
は
世
農
奴
由
上
に
放
る
収
穫
攣
勤
の
流
山
性
の
恨
先
の
、
不
嘗
な
る
頚
を
示
し
て
ゐ
富
夫
忙
も
拘
ら
す
、
之
と
荘
原
封
に
、
 
 

農
産
物
の
世
界
市
鶴
形
成
の
主
要
特
徴
の
叫
と
し
て
、
次
の
藩
が
依
然
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
個
々
の
固
々
の
背
馳
せ
る
 
 

3
 
 

収
穫
欒
勤
の
結
果
は
、
是
等
農
廃
物
市
場
に
於
る
波
及
尊
象
に
依
り
、
貫
に
平
均
す
る
と
云
ふ
の
で
あ
懲
 
 
 

景
気
欒
勤
の
他
の
非
経
済
的
衝
撃
、
即
ち
技
術
的
改
良
も
亦
、
上
北
の
意
味
に
於
る
「
景
気
の
閲
際
的
要
因
」
と
、
云
ふ
を
得
な
い
 
 

で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ぼ
、
経
験
の
示
す
如
く
、
粁
々
の
閑
々
へ
の
、
そ
の
移
入
は
世
界
虔
気
並
行
状
態
に
、
必
要
な
る
程
に
、
同
 
 

時
的
に
起
る
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
文
枝
術
的
改
良
は
、
最
初
は
、
各
国
郁
々
其
れ
る
諸
寄
偶
の
下
に
、
全
然
異
る
意
味
に
於
て
 
 

4
 
 

影
響
す
る
か
ら
で
、
あ
懲
疫
術
的
改
良
の
移
入
は
、
大
い
に
経
済
的
前
提
－
国
民
経
済
的
景
気
状
態
も
亦
之
に
従
局
す
る
ー
ー
1
に
 
 

依
存
し
て
ゐ
る
が
馬
に
、
既
に
此
の
理
由
か
ら
、
是
は
並
行
状
態
の
成
分
と
し
て
は
、
極
限
ら
れ
た
定
論
を
弔
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
、
 
 
 

軋
術
的
改
良
が
、
闊
際
的
に
應
用
さ
れ
る
為
に
は
、
通
例
「
高
度
資
本
主
義
的
」
国
民
経
済
と
云
ふ
、
限
定
さ
れ
た
範
囲
を
必
要
前
 
 

提
と
す
る
の
で
あ
る
。
詳
言
せ
ぼ
、
是
等
の
国
民
経
済
内
に
於
て
は
、
文
明
的
・
経
済
的
・
教
育
水
準
及
び
技
術
的
需
要
が
、
略
々
同
 
 

一
で
あ
り
、
而
も
是
等
の
諸
国
に
於
る
資
本
苗
場
問
の
均
衡
化
は
、
「
平
時
」
に
於
て
、
特
に
困
難
な
く
暦
現
す
る
尊
之
で
あ
る
。
夫
 
 

に
も
拘
ら
ず
庸
是
等
の
国
々
に
於
て
も
亦
、
多
種
多
様
な
る
自
然
的
・
祀
静
的
・
及
び
俸
統
的
相
違
が
存
し
て
ゐ
る
川
又
歴
史
の
示
す
 
 

如
く
、
多
く
の
技
術
的
澄
明
は
、
或
図
に
於
る
経
済
生
活
の
繋
柴
の
動
撥
と
な
る
に
反
し
、
他
の
困
の
夫
に
は
あ
ま
り
効
兼
を
及
ぼ
 
 

し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

】
．
↓
h
e
 
O
r
広
訂
○
〓
h
e
 
e
】
号
岬
y
e
a
r
笥
コ
e
r
a
t
i
コ
g
 
n
y
C
声
■
へ
↓
h
e
 
P
u
a
r
t
e
「
キ
○
巾
E
c
O
コ
○
∃
i
（
S
。
．
こ
治
N
加
S
●
声
桑
照
 
 

魚
免
の
国
際
約
諸
関
係
 
 

（
入
七
）
 
八
七
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＼  

第
五
番
 
秀
一
兢
 
 

（
八
八
）
 
八
八
 
 

N
・
牧
櫻
の
組
際
的
相
違
の
原
因
ほ
次
の
如
L
。
即
ち
穀
物
収
穫
決
定
の
諦
妥
認
申
、
殊
に
免
象
状
態
及
び
耕
作
法
1
－
是
等
托
そ
れ
自
身
新
路
 
 

す
ろ
1
．
い
穀
物
収
薩
l
こ
動
揺
む
生
す
ろ
械
影
響
†
る
の
で
ぁ
ろ
、
嵐
象
状
態
の
動
揺
が
相
類
似
す
ろ
の
ほ
、
棒
く
鋏
い
地
域
に
限
ら
れ
て
 
 

ゐ
ろ
。
－
免
候
得
め
相
達
わ
全
然
触
親
し
、
同
一
嵐
候
状
態
の
地
域
に
於
て
も
気
象
勃
終
の
同
一
性
ほ
全
く
一
時
的
に
、
而
も
（
今
日
の
科
 
 

蟄
状
態
か
ら
†
れ
ほ
）
混
然
的
に
観
柵
さ
れ
る
に
過
ぎ
互
い
。
耕
作
力
法
（
脛
皆
の
集
約
度
、
耕
地
、
作
物
り
種
顛
）
ほ
1
自
然
的
弘
び
に
 
 

博
線
的
契
機
の
相
蓮
如
何
に
依
ろ
外
－
特
に
常
該
農
地
に
於
け
ろ
従
来
の
、
文
代
預
期
L
締
ろ
農
産
物
の
絶
収
益
状
態
如
何
に
倣
て
鞋
よ
 
 

る
。
而
し
て
そ
り
収
益
ほ
多
か
れ
少
か
れ
園
内
景
嵐
畷
勒
信
用
市
場
の
状
態
等
に
依
り
て
決
定
さ
れ
ろ
。
 
 

迅
e
r
e
b
O
e
）
守
「
■
「
当
n
W
i
r
t
s
n
訂
f
「
∴
ヘ
エ
a
コ
d
w
，
d
●
S
什
a
a
t
s
w
㌧
√
ぬ
．
a
u
f
【
く
汁
B
d
ニ
S
●
㌫
鷲
二
参
照
 
 

尚
叉
W
●
C
●
宴
t
ハ
h
e
l
l
】
前
梅
香
四
四
入
貢
参
照
 
 
 

u
・
例
へ
ば
〓
・
D
i
e
t
N
e
】
一
W
e
l
什
w
已
s
c
h
a
f
叶
亡
コ
d
＜
○
斉
s
w
i
r
t
s
c
h
a
ぎ
ロ
ー
e
S
d
e
コ
N
心
8
㌫
・
N
莞
・
】
及
び
i
コ
S
e
i
コ
e
r
P
O
訂
∃
芳
笥
笥
コ
．
 
 

K
・
〇
己
e
⊃
b
e
r
苧
ロ
e
u
t
s
〔
h
訂
コ
d
 
a
訂
ぎ
d
u
s
t
r
i
e
～
t
a
a
t
u
G
O
t
t
i
コ
駕
コ
】
0
0
．
ぷ
S
・
N
。
●
参
照
 
 
 

ぬ
・
例
へ
托
B
・
K
u
s
k
e
・
D
i
e
B
e
d
e
u
t
u
コ
旭
［
u
r
。
苫
S
㌢
d
訂
E
コ
t
W
i
（
k
－
u
コ
山
d
e
r
w
掌
w
i
r
什
s
c
卜
a
ヂ
K
㌢
遠
△
、
S
．
婆
f
．
－
及
び
他
¢
 
 

多
く
の
箇
所
参
照
 
 

三
 
畳
気
の
国
際
的
波
及
 
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
t
ヽ
 
 

景
気
の
国
際
的
並
行
状
態
は
、
「
国
際
的
要
因
」
に
依
り
招
来
さ
れ
る
も
の
で
無
い
限
甘
、
そ
の
庶
因
は
唯
兜
づ
、
地
方
的
（
国
民
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

経
済
的
に
限
定
さ
れ
た
）
事
象
の
よ
り
大
な
る
岡
城
へ
の
波
及
に
求
め
ら
れ
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
 
 
 

景
気
の
叫
つ
の
経
済
的
区
域
よ
り
他
の
岡
城
へ
の
波
及
の
生
す
る
為
に
は
、
大
腰
二
つ
の
通
路
が
あ
る
。
即
ち
流
通
経
潜
訪
内
詭
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に
於
る
駐
臍
的
諸
関
係
と
、
並
び
に
個
々
の
経
済
主
鰻
間
の
心
理
父
通
路
 
－
 
そ
の
研
究
は
敢
禽
心
甥
蓼
、
特
に
群
集
心
理
蓼
の
第
 
 

†
任
務
と
す
る
じ
 
ー
 
と
之
で
あ
る
。
 
 
 

本
論
文
は
第
叫
に
経
臍
諸
関
係
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
る
。
だ
が
是
等
の
関
係
の
み
で
は
景
気
の
波
及
事
象
を
、
満
足
に
於
明
せ
ん
 
 

が
馬
に
、
必
ず
し
も
十
分
で
は
無
い
寄
、
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

経
済
的
通
路
に
依
ろ
展
気
の
間
際
的
波
及
は
、
刷
版
的
事
象
に
於
る
ー
1
図
民
経
済
の
内
部
に
於
る
園
内
波
及
も
亦
、
之
に
従
威
 
 

ヽ
＿
▼
ヽ
＿
 
 

す
る
仁
一
殖
種
の
場
合
に
過
ぎ
な
い
。
故
に
園
際
的
波
及
を
観
察
せ
ん
が
為
に
景
気
欒
動
の
劃
般
的
波
及
の
基
礎
に
閲
し
、
預
め
二
 
 

三
の
注
意
を
喚
起
し
て
退
く
寄
は
邁
常
で
あ
る
。
 
 
 

普
通
仙
厚
顔
汎
な
る
隈
域
へ
の
景
気
欒
動
の
、
此
の
波
及
の
前
提
と
し
て
は
、
通
常
唯
簡
罫
に
個
々
の
国
民
経
洒
内
部
、
並
び
に
 
 

固
か
ら
閣
へ
の
場
合
に
放
て
も
亦
、
個
別
総
柄
の
増
大
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
㌢
此
の
皮
相
的
論
及
は
党
づ
差
し
苦
り
、
波
 
 

’
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
’
’
t
’
＿
▼
＿
’
▼
▼
ヽ
r
’
’
▼
▼
＿
＿
 
 

及
横
構
に
就
い
て
の
親
祭
に
依
り
、
補
は
れ
得
る
。
然
ら
ば
、
此
の
錯
綜
は
如
何
な
る
鮎
に
於
て
も
、
決
し
て
景
気
の
並
行
状
態
に
 
 

’
＿
ヽ
＿
ヽ
ヽ
’
’
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
無
い
と
云
ふ
事
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ら
う
。
 
 

配
合
経
酒
的
状
態
に
放
る
、
あ
ら
ゆ
る
部
分
的
欒
化
が
、
一
隊
靡
く
他
の
置
域
に
そ
の
反
動
を
及
ぼ
す
傾
向
を
弔
す
る
も
の
で
あ
・
 
 

る
と
云
ふ
事
は
、
周
知
の
串
茸
で
あ
り
、
而
も
節
々
の
関
係
に
於
て
屡
々
繰
り
返
さ
れ
た
事
嘗
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぼ
流
通
経
済
組
 
 

釦
．
 
 

披
比
或
欒
化
に
依
り
、
そ
の
「
均
衡
状
態
」
を
阻
害
さ
れ
た
場
合
、
更
に
新
し
い
他
の
均
衡
を
以
て
置
き
換
へ
ん
と
努
め
恕
孟
宗
の
 
 

状
態
の
か
～
る
部
分
的
攣
化
の
、
仙
應
贋
い
匿
城
へ
の
反
動
は
、
即
ち
そ
の
波
及
は
、
劇
定
し
た
通
路
に
よ
つ
て
起
る
。
而
し
て
此
 
 

愚
鼠
の
闘
際
的
霹
関
係
 
 

（
八
九
）
 
八
九
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の
通
路
の
性
質
は
、
そ
の
波
及
進
行
の
方
法
を
決
定
す
る
。
 
 

次
に
は
左
の
如
き
大
鯉
に
於
て
二
種
類
の
経
臍
的
波
及
が
問
題
と
な
つ
て
凍
る
。
即
ち
苗
場
取
引
の
通
路
を
通
る
波
及
♪
お
よ
び
 
 

何
等
の
苗
場
の
媒
介
な
く
、
直
接
に
、
山
つ
の
個
別
経
済
よ
り
他
の
個
別
終
演
へ
進
行
す
る
波
及
と
が
是
で
あ
る
。
後
者
は
景
気
波
 
 

及
に
射
す
る
盈
婁
性
に
於
て
、
前
者
に
劣
っ
て
ゐ
る
。
夫
は
節
々
な
る
佃
別
企
業
の
組
織
上
I
l
特
た
金
融
上
 
－
 
の
錯
綜
に
基
づ
 
 

く
。
…
つ
の
僚
利
経
洒
の
他
の
諸
企
柴
へ
の
蓼
輿
は
、
是
等
の
も
の
を
、
そ
の
常
葉
状
態
如
何
に
依
存
せ
し
め
、
是
等
の
も
の
を
結
 
 

合
す
る
市
場
の
介
在
な
く
し
て
、
部
分
的
欒
勤
を
直
接
に
波
及
せ
し
め
る
。
－
－
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 

3
 
 
 

然
し
乍
ら
此
の
場
合
、
特
に
重
安
な
の
は
市
場
取
引
の
媒
介
に
よ
る
紆
洒
状
態
の
部
分
的
欒
勤
の
波
及
で
あ
み
。
 
 
 

か
か
る
部
分
的
欒
勤
の
波
及
は
、
史
に
．
二
部
分
に
分
け
得
る
。
即
ち
山
つ
の
市
場
状
態
の
攣
化
が
、
佃
別
経
済
を
通
じ
て
他
の
諸
 
 

市
場
へ
垂
直
的
に
波
及
す
る
事
（
旋
柑
＼
及
び
苗
場
状
態
の
部
分
的
墾
化
が
駁
初
そ
の
市
場
の
全
区
域
に
水
平
的
に
波
及
す
ー
皇
軍
之
 
 

で
あ
る
。
之
等
こ
つ
の
行
路
通
過
可
能
性
と
、
之
を
減
少
す
る
諸
障
碍
と
は
、
衝
撃
が
波
及
す
る
方
法
ど
方
向
と
を
決
定
す
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

難
…
、
Ⅲ
場
状
態
の
欒
化
の
垂
直
的
波
及
（
旋
摘
）
。
収
益
力
に
外
部
か
ら
影
響
す
る
雛
臍
的
典
件
に
到
す
る
そ
の
個
別
経
酒
の
反
 
 

動
は
合
印
的
、
並
び
に
非
合
印
的
原
園
の
郁
々
な
契
撥
に
依
り
規
定
さ
れ
る
っ
然
し
乍
ら
、
原
因
む
書
き
蓼
げ
る
尊
は
望
み
得
な
い
 
 

寄
で
あ
り
、
且
亦
鼓
の
閲
係
の
下
に
於
て
は
無
益
な
轟
で
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
最
も
重
婆
な
経
済
作
用
を
、
そ
の
原
因
の
論
理
的
 
 

性
質
を
考
慮
す
る
尊
無
く
叙
通
す
る
寄
は
、
以
前
に
は
可
能
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
課
税
の
戊
作
川
の
研
究
絹
城
忙
於
て
は
、
 
 

既
に
此
の
方
面
の
多
故
の
研
究
が
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
。
 
 
 

第
五
巻
 
 
第
一
祇
 
 

（
九
C
）
 
九
U
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斯
る
研
究
を
賓
行
し
、
而
し
て
特
に
財
政
経
酒
的
諸
事
智
正
就
き
試
み
ら
れ
た
考
慮
を
、
本
間
題
（
－
1
此
の
思
考
過
程
に
閲
し
 
 

遠
詳
細
な
数
術
を
為
す
事
は
紋
所
が
許
さ
な
い
か
ら
割
愛
す
る
」
）
へ
移
す
な
ら
ば
、
次
の
様
な
結
果
が
生
す
る
。
即
ち
市
場
 
 

秋
態
の
撃
勤
に
卸
す
る
個
別
磨
臍
の
反
動
に
は
糀
々
な
可
能
性
の
あ
る
革
之
で
あ
る
。
即
ち
夫
は
吏
に
他
の
市
場
へ
の
旋
特
を
伴
う
 
 

か
、
或
は
叉
、
そ
の
個
別
経
済
の
利
益
に
封
し
反
動
を
及
ぼ
す
か
で
あ
る
。
然
し
、
彼
の
場
合
に
於
て
も
亦
、
更
に
他
の
苗
場
へ
の
 
 

影
響
が
生
す
る
で
あ
ら
う
。
ハ
例
へ
ぼ
収
益
低
減
の
結
果
、
購
買
力
減
逸
に
依
り
）
第
一
の
場
合
に
衝
撃
を
輿
へ
つ
1
あ
る
市
場
妖
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
射
 
 

態
の
攣
勤
の
「
鬼
に
旋
軸
与
る
」
の
結
兼
、
犬
が
供
給
者
側
へ
生
す
る
か
需
妥
省
側
へ
生
す
る
か
に
應
じ
て
、
全
く
異
る
で
あ
ら
う
㌔
 
 

そ
れ
故
に
個
別
鮭
臍
は
そ
の
作
用
を
如
何
に
残
す
か
、
苗
場
奴
態
の
或
る
攣
化
が
何
れ
の
方
向
に
、
如
何
な
る
意
味
に
於
て
、
ご
愴
 
 

贋
〈
波
及
す
る
だ
ら
う
か
、
そ
れ
托
就
て
…
般
の
傷
合
に
常
温
ま
る
濠
冨
を
馬
し
得
る
も
の
で
は
な
い
っ
加
之
反
動
の
郁
々
な
る
可
 
 

能
性
の
個
別
的
に
現
れ
る
の
は
非
常
に
稀
れ
で
あ
る
。
「
普
通
は
鼎
並
ん
で
生
す
る
、
即
ち
鵬
部
は
相
互
に
麻
枠
し
合
ひ
、
側
部
は
共
 
 

例
 
 

の
影
響
の
度
を
強
め
る
。
」
だ
か
ち
市
場
状
態
の
攣
勤
影
感
の
可
能
性
が
西
山
暦
非
常
町
税
難
化
す
る
寄
は
勿
論
で
あ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

鮮
鱗
状
態
に
放
け
る
部
分
的
轡
動
の
波
及
方
法
の
弟
二
は
重
水
平
的
 
－
 
仰
別
経
済
が
相
互
に
競
辞
す
る
苗
場
を
通
じ
て
行
は
 
 

れ
る
。
此
の
粁
の
波
及
の
基
礎
は
、
川
知
の
如
（
、
或
商
晶
の
全
露
恕
と
、
全
供
給
と
が
必
ず
し
も
叫
致
し
な
い
市
婁
状
態
の
均
衡
 
 

化
の
傾
向
で
あ
る
。
各
銘
品
甫
坂
疲
、
寧
ろ
叫
つ
或
は
二
三
の
地
域
的
に
制
限
さ
れ
た
『
市
場
隈
域
』
よ
り
成
り
、
典
麗
に
於
て
は
、
 
 

遥
遠
可
能
性
、
及
び
概
観
可
能
性
が
布
じ
、
是
等
が
個
々
の
苗
場
取
引
の
契
約
條
件
に
相
互
の
方
向
を
決
定
せ
し
め
、
そ
れ
に
依
て
 
 

6
 
 

苗
場
状
態
の
均
衡
傾
向
が
督
さ
れ
勲
｝
即
ち
市
場
範
鳳
の
流
血
は
十
分
な
る
均
衡
傾
向
か
ら
生
す
る
。
契
約
傑
作
が
全
市
場
併
城
忙
 
 

男
気
の
固
際
約
諸
繭
係
 
 

（
九
こ
 
九
一
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第
五
巻
 
第
一
鱗
 
 

（
九
二
）
 
九
二
 
 

宣
っ
て
統
劇
さ
れ
す
却
て
、
遥
遠
費
、
概
観
困
難
、
及
び
其
の
他
の
地
方
的
特
異
性
に
よ
り
匪
々
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
と
し
て
ゞ
も
、
 
 

侍
少
く
と
も
交
互
忙
各
個
の
市
場
取
引
は
そ
の
方
向
を
決
定
さ
れ
る
が
故
に
、
市
場
鹿
城
の
二
部
分
に
於
て
進
行
す
る
攣
化
は
、
短
 
 

7
 
 

期
間
の
中
に
、
凡
て
の
他
の
部
分
へ
影
ぜ
す
る
に
違
ひ
な
い
ご
菌
度
に
組
織
化
さ
れ
た
市
警
殊
に
取
引
所
的
に
組
織
さ
れ
た
市
場
）
 
 

に
於
て
、
就
中
大
恩
貨
物
の
市
場
に
於
て
は
、
椰
収
行
為
が
市
場
状
鹿
の
地
方
的
相
違
の
均
衡
化
を
促
進
す
る
作
用
を
残
す
。
叉
洗
 
 

物
取
引
は
期
間
満
了
前
に
眈
忙
均
衡
を
滑
す
。
 
 
 

商
品
甫
坂
が
遅
速
困
難
、
及
甘
概
硯
困
難
に
よ
り
節
々
な
地
方
的
市
場
区
域
に
分
割
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
於
て
、
市
場
掃
域
の
相
互
 
 

影
響
の
生
す
る
の
は
、
唯
こ
れ
ら
の
障
碍
を
低
ふ
契
約
條
件
の
相
違
（
特
に
償
塵
）
が
生
じ
た
場
合
の
み
で
あ
る
。
さ
れ
ど
均
術
運
動
 
 

が
始
ま
り
相
違
が
減
少
す
る
と
同
時
に
こ
れ
ら
市
場
岡
城
問
の
市
場
状
態
の
影
響
も
亦
止
む
の
で
あ
る
。
 
 
 

市
場
取
引
を
通
す
る
総
柄
的
波
及
の
全
過
程
を
縄
察
す
る
な
ら
ば
、
此
の
紆
臍
的
波
及
は
二
方
向
へ
生
す
る
事
が
判
る
。
 
 
 

（
イ
）
垂
直
的
方
向
。
原
料
か
ら
製
品
へ
、
供
給
か
ら
需
聾
へ
、
又
は
其
の
反
封
の
場
合
。
此
の
波
及
は
、
特
に
個
々
の
生
床
階
段
 
 

鳩
 
の
紺
係
如
何
に
依
り
決
定
さ
れ
る
。
而
し
て
（
P
）
水
平
的
方
向
、
こ
れ
に
於
て
は
苗
場
状
態
の
攣
動
が
、
市
場
の
同
∴
方
面
（
需
要
 
 

者
側
、
又
は
供
給
者
側
）
に
蓼
皿
ハ
し
て
ゐ
る
他
の
個
別
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＿
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＿
＿
ヽ
ヽ
 
 
 

普
通
此
の
波
及
は
同
時
に
南
方
向
に
進
行
し
、
叉
両
方
向
の
中
に
於
て
種
々
な
る
障
蒔
に
衝
突
す
る
。
 
 
 

垂
直
的
波
及
の
、
最
協
重
大
な
る
障
碍
は
、
市
場
濫
尊
者
の
猫
占
状
態
に
存
し
、
水
学
的
波
及
に
於
る
最
も
重
大
な
る
陸
相
は
、
 
 

9
 
 

市
場
範
尉
の
携
張
の
制
限
に
存
す
る
¶
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景
気
の
閣
民
紆
臍
的
波
及
に
勤
し
、
圃
民
鮭
臍
的
錯
綜
並
に
其
の
相
閻
々
係
、
即
ち
分
蓋
が
其
の
基
礎
を
形
成
し
て
ゐ
る
と
同
様
 
 
 

景
気
攣
勤
の
囲
際
的
波
及
は
、
国
際
経
済
的
錯
綜
、
即
ち
薗
と
囲
と
の
分
共
に
よ
り
て
作
ら
れ
た
素
地
の
上
に
生
す
る
。
景
気
の
垂
 
 
 

直
的
研
究
の
焉
め
に
、
次
の
如
く
問
題
を
立
て
る
尊
は
、
重
罪
で
あ
る
。
即
ち
図
際
的
分
菜
に
よ
り
、
垂
直
面
、
或
は
水
平
面
が
、
 
 

完
成
品
の
製
造
ま
で
に
、
必
要
な
る
所
動
金
牌
を
通
じ
て
存
在
す
る
だ
ら
う
か
。
換
言
す
れ
ぼ
、
「
職
業
部
門
」
或
は
、
「
生
産
階
段
」
 
 

が
国
際
的
に
分
割
さ
れ
得
る
や
否
や
、
と
云
ふ
問
題
之
で
あ
る
。
此
の
見
地
か
ら
、
下
級
の
二
条
困
が
生
す
る
。
即
ち
 
 

（
イ
）
国
際
的
「
生
産
分
割
」
、
即
ち
個
々
の
生
産
階
段
を
若
干
の
囲
民
経
済
へ
分
配
す
る
事
、
及
び
 
 
 

（
P
）
国
際
的
特
化
、
即
ち
柾
々
な
る
生
産
物
の
製
造
を
、
若
干
の
囲
へ
楷
菓
部
門
に
應
じ
て
、
分
配
す
る
寄
。
 
 

ヽ
－
、
■
 
 
 

景
気
波
及
に
射
す
る
国
際
的
特
化
の
意
義
は
、
特
に
、
或
こ
閻
に
於
け
る
該
貨
物
の
消
費
（
並
に
消
費
準
備
活
動
）
が
、
他
の
開
に
 
 

於
け
る
生
産
、
及
び
版
栗
状
況
に
、
依
存
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
鮎
で
あ
る
。
或
は
、
そ
の
反
封
の
場
合
も
然
り
。
垂
直
的
景
気
波
及
に
 
 

t
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
－
ヽ
 
 

と
つ
て
囲
際
的
生
産
分
割
は
、
生
産
特
化
よ
り
も
劃
瞥
重
大
な
意
義
を
有
し
て
ぁ
る
。
 
 
 

圃
際
分
業
の
大
な
る
、
而
し
て
或
観
鮎
か
ら
し
て
、
重
要
な
部
分
は
、
斯
る
問
際
的
生
産
分
割
に
、
求
め
ら
れ
得
る
。
閲
際
的
生
 
 
 

産
分
割
の
景
気
波
及
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
容
易
に
珊
解
し
得
ら
れ
る
。
即
ち
、
此
の
影
響
は
、
「
度
葉
組
忽
の
団
際
化
」
を
生
ぜ
し
め
 
 

（
川
）
 
 

る
。
個
々
の
生
産
階
段
の
相
互
依
存
闘
係
は
、
“
般
に
生
産
と
消
費
の
、
相
互
依
存
関
係
に
立
つ
事
よ
り
も
、
一
暦
重
要
で
あ
る
。
 
 

因
際
約
諾
市
場
が
、
固
と
囲
と
の
問
に
於
け
る
景
気
の
水
平
的
波
及
の
、
最
も
盈
嬰
な
る
通
路
で
あ
る
と
叙
述
し
た
か
ら
し
て
、
 
 

ヽ
ヽ
l
ヽ
ヽ
t
＿
▼
ヽ
ヽ
 
 

次
に
填
い
て
党
づ
市
場
状
態
の
均
衡
の
僚
件
に
閲
し
観
察
し
や
う
。
 
 

景
嵐
の
楓
際
約
藷
闊
係
 
 

（
九
三
）
 
九
三
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常
玉
食
 
第
一
披
 
 

（
九
讐
 
九
四
 
 
 

側
つ
の
市
場
に
は
∵
商
品
－
目
送
迭
の
可
詑
性
以
外
に
、
契
約
傑
件
の
均
衡
傾
向
を
前
捉
と
す
る
。
即
ち
一
つ
の
市
場
置
域
に
於
て
、
 
 

或
る
状
態
の
下
に
（
供
給
、
需
嬰
、
債
楕
等
）
可
能
な
契
約
を
締
結
し
、
文
相
五
に
方
向
を
托
足
し
得
る
と
云
ふ
寄
之
で
あ
る
。
斯
く
 
 

し
て
次
の
三
鮎
に
於
て
、
概
観
の
可
能
性
が
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
云
ふ
尊
が
起
っ
て
来
る
。
即
ち
其
は
 
 
 

（
イ
）
企
図
さ
れ
た
契
約
締
結
に
勤
し
、
通
常
の
契
約
常
革
者
－
－
斯
る
契
約
企
固
が
、
該
苗
場
た
存
す
る
範
囲
把
於
て
は
ー
が
 
 

（
〓
）
 
 
 

勿
論
見
出
さ
れ
得
る
と
云
ふ
寄
。
 
 
 

（
。
）
契
約
の
締
結
せ
ら
れ
る
條
件
が
ー
少
く
と
も
関
係
者
に
封
し
一
明
示
さ
れ
て
ゐ
る
か
、
或
は
経
験
上
容
易
に
知
り
得
ら
 
 

れ
る
串
。
 
 
 

（
ハ
）
最
後
に
、
叫
長
の
契
約
締
結
の
為
に
、
（
例
へ
ば
信
用
契
約
）
相
手
の
経
済
的
、
及
び
璧
口
に
依
て
は
、
人
格
的
、
或
は
技
術
 
 
 

的
状
態
を
も
、
知
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
概
観
、
又
は
見
込
の
誤
謬
は
、
通
例
「
危
険
」
と
し
て
、
計
算
に
入
れ
る
。
夫
故
に
こ
 
 
 

れ
は
叉
契
約
の
入
費
を
高
め
る
。
此
の
危
険
保
険
料
を
、
運
送
費
中
に
含
め
る
寄
は
、
常
然
の
巷
で
、
市
場
区
域
の
採
火
に
封
 
 

し
、
其
の
影
響
は
、
同
一
で
あ
る
事
。
 
 

概
観
の
建
方
は
、
個
々
の
市
場
、
又
は
市
場
集
囲
に
依
り
意
義
を
異
に
す
る
。
．
杏
濃
生
産
物
、
特
に
食
料
品
及
び
原
料
に
勤
し
て
 
 

（
ほ
）
 
 

は
今
日
特
別
な
組
織
を
有
す
る
設
備
に
依
り
、
容
易
に
需
要
充
足
の
雷
の
供
給
1
又
は
供
給
に
應
す
る
需
箪
－
－
鼓
見
出
す
事
が
 
 

招
来
る
。
侍
叉
此
の
設
僻
は
、
町
方
、
第
二
の
嬰
件
即
ち
契
約
催
件
の
公
示
、
殊
に
憤
格
の
公
定
を
資
現
せ
し
め
る
焉
に
も
役
立
つ
 
 
 

年
製
品
及
び
、
完
製
品
の
・
、
市
場
に
於
て
は
、
こ
れ
ら
の
関
係
が
甚
だ
不
十
分
で
あ
る
此
慶
に
於
て
は
普
通
、
滑
費
者
の
噂
好
並
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び
に
そ
の
他
（
例
へ
ぼ
技
術
的
要
素
）
に
依
り
、
決
定
せ
ら
れ
る
特
殊
の
需
要
に
、
多
か
れ
少
か
れ
正
確
些
邁
應
す
る
事
が
必
要
で
あ
 
 
 

る
。
そ
の
番
は
、
需
要
並
び
に
供
給
に
封
す
る
概
観
を
困
難
な
ら
し
め
る
閉
の
も
の
で
あ
る
。
需
要
並
び
に
商
品
の
性
質
に
應
じ
て
 
 
 

契
約
條
件
の
公
示
を
妨
害
す
る
個
性
化
が
、
多
少
顕
著
に
現
れ
て
居
り
、
之
が
契
約
の
山
磁
化
を
妨
げ
る
。
 
 

概
観
の
節
三
即
ち
「
見
込
」
は
唯
だ
信
用
市
場
に
封
し
て
の
み
、
大
な
る
意
義
を
有
す
る
。
然
し
概
観
及
び
見
込
は
「
努
力
な
る
商
 
 

品
」
に
勤
し
、
意
義
披
葦
に
汲
も
少
い
。
即
ち
、
経
験
の
教
ふ
る
如
く
、
労
働
市
場
は
、
そ
の
市
場
霞
城
（
賃
銀
平
均
）
の
一
地
方
以
 
 

上
に
及
ぶ
場
合
は
、
殆
ど
無
い
。
 
 
 

上
記
の
概
観
の
要
件
が
、
十
分
充
さ
れ
な
く
と
も
、
庸
そ
こ
に
は
、
碩
霧
な
が
ら
戎
程
度
の
市
場
群
態
の
均
衡
傾
向
が
あ
る
。
犬
 
 

（
1
3
）
 
 

故
に
市
場
の
異
る
に
依
り
、
そ
の
均
衡
わ
行
は
れ
る
方
法
に
屡
々
著
し
い
相
違
が
生
す
る
。
 
 
 

偶
々
の
場
合
に
就
て
見
れ
ぼ
、
上
記
の
二
契
級
（
遅
速
可
能
性
、
概
観
可
能
性
）
に
加
ふ
る
に
倫
ほ
第
三
の
契
撥
が
あ
る
沌
そ
の
場
 
 

合
、
夫
吟
市
場
箇
域
の
範
囲
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
即
ち
叫
定
し
た
契
約
雷
寄
者
と
、
苗
場
取
引
を
締
結
す
る
多
少
の
「
傾
向
」
 
 

（
圃
際
的
取
引
に
於
て
は
、
通
例
政
策
的
原
因
か
ら
生
す
る
）
の
存
す
る
署
之
で
あ
る
。
此
の
契
機
は
、
信
用
取
引
に
食
も
明
瞭
に
嘗
 
 
 

甥
さ
れ
て
ゐ
る
。
ハ
桝
へ
ぼ
一
方
に
は
、
彿
幽
酉
、
猫
逸
問
、
他
方
に
は
併
樹
四
、
露
酉
肋
間
）
1
 
 

二
聖
万
に
制
狼
さ
れ
た
部
分
市
場
の
、
市
瘍
状
態
の
欒
動
が
、
景
気
の
国
際
的
状
態
へ
の
影
響
は
、
此
の
部
分
市
場
が
金
市
場
院
 
 
 

域
の
困
内
に
放
て
占
め
る
地
位
如
何
に
依
り
て
決
ま
る
。
 
 

長
束
の
図
際
的
波
及
の
過
程
に
於
て
、
国
民
経
済
の
部
分
市
場
の
有
す
る
意
義
は
、
特
に
次
の
三
要
素
に
従
て
走
る
。
 
 

景
嵐
の
観
際
酪
諸
関
係
 
 

（
九
五
）
 
九
五
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第
玉
谷
 
弗
一
紙
 
 

完
六
）
 
九
六
 
 
 

（
イ
）
或
圃
の
常
該
苗
場
に
於
る
外
問
貿
易
高
が
、
総
て
の
固
の
外
囲
取
引
組
慣
に
劉
す
る
割
合
、
（
常
該
商
品
の
コ
革
界
貿
易
」
高
 
 

と
云
ふ
も
可
）
。
 
 
 

（
P
）
園
内
の
常
識
部
分
市
場
の
組
取
引
高
が
、
因
際
市
場
に
於
け
る
他
の
部
分
市
場
の
親
政
引
高
に
封
す
る
割
合
。
 
 
 

（
〇
雷
該
部
分
市
場
に
於
る
外
囲
貿
易
が
、
園
内
取
引
に
封
す
る
割
合
、
即
ち
封
外
貿
易
割
合
。
 
 
 

市
場
範
園
に
於
け
る
市
場
状
態
は
、
終
局
に
綜
合
流
言
れ
る
も
の
℡
あ
る
。
即
ち
、
供
給
の
比
較
的
多
い
部
分
市
場
か
ら
、
供
 
 

給
の
比
絞
的
少
い
部
分
市
場
に
、
商
品
が
違
法
さ
れ
る
事
に
依
り
。
 
 
 

此
の
綜
合
政
義
象
其
自
身
は
、
既
存
の
取
引
関
係
（
「
商
品
の
流
れ
」
）
と
は
邸
由
係
に
市
場
院
域
の
何
れ
の
方
向
一
へ
も
同
等
凝
る
 
 

影
響
を
及
ぼ
す
筈
の
も
の
で
あ
り
、
叉
同
時
に
、
均
衡
に
必
要
で
あ
る
商
品
の
流
れ
す
ら
も
運
行
せ
し
め
る
筈
の
も
の
で
あ
る
。
然
 
 

（
‖
）
 
 

し
経
験
の
示
す
如
く
、
賛
際
に
於
て
は
必
ず
し
も
契
約
傑
件
の
均
衡
と
い
ふ
事
は
撃
～
、
叉
屡
々
仮
定
さ
れ
て
ゐ
る
様
に
景
気
の
波
 
 

及
は
、
－
油
汚
班
が
祖
面
へ
平
等
に
凍
が
る
法
則
に
従
ふ
様
に
1
即
ち
凡
て
の
方
面
へ
均
斡
に
進
行
ザ
る
も
の
で
は
無
く
、
寧
 
 

ろ
夫
は
、
「
商
品
の
流
れ
」
が
既
に
通
過
し
た
行
路
を
探
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
事
象
の
説
明
は
屡
々
前
述
し
た
閻
際
的
経
済
躇
係
の
 
（
 

1
5
）
 
 

惰
性
の
中
に
存
す
。
即
ち
図
際
的
商
品
取
引
は
屡
々
比
較
的
亘
額
の
投
資
（
支
巧
代
理
店
、
商
港
的
設
備
等
）
を
要
し
、
そ
の
結
果
 
 

貿
易
関
係
の
特
換
を
、
困
難
（
費
用
の
鮎
で
）
な
ら
し
め
る
と
い
ふ
事
賛
、
更
に
必
螢
な
る
概
観
並
び
に
見
込
を
な
し
、
更
に
人
格
上
 
 

何
等
か
の
調
査
を
な
す
の
必
要
か
ら
、
時
間
の
労
費
及
び
、
場
合
た
依
て
は
、
窟
莫
大
な
出
費
が
か
1
る
と
云
ふ
亭
蜜
、
叉
最
後
 
 

に
は
、
俸
疏
的
要
素
、
長
期
の
取
引
政
策
の
考
慮
、
並
び
に
経
済
通
も
亦
全
然
惰
性
か
ら
扱
け
き
れ
得
な
い
事
嘗
が
、
欒
化
を
妨
げ
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「
商
品
の
流
れ
の
惰
性
」
は
、
次
の
場
合
盈
大
な
る
意
義
を
有
す
る
に
至
る
。
即
ち
叫
つ
の
部
分
市
婁
が
数
多
の
苗
場
区
域
促
開
典
 
 

t
、
′
而
も
そ
の
部
分
市
場
の
妹
分
に
依
り
て
、
市
場
の
麓
々
な
る
岡
城
の
間
に
市
場
状
態
の
攣
動
を
「
間
接
」
に
波
及
せ
し
め
る
場
合
 
 

之
で
哲
莞
何
と
な
れ
ば
、
商
品
超
過
置
城
よ
り
、
夫
が
不
足
区
域
へ
の
運
送
は
唯
「
狭
溢
な
る
市
場
儀
域
内
卜
伝
於
て
の
み
可
能
で
 
 

あ
る
が
故
に
、
此
の
婁
合
直
接
、
商
品
を
運
送
す
る
代
り
に
、
取
引
先
を
綺
換
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
1
 
 
 

市
場
状
態
の
均
衡
が
、
一
つ
の
「
市
場
慮
嘘
」
上
へ
部
分
的
欒
劫
（
例
へ
ぼ
或
園
に
於
け
る
憤
櫓
騰
鼻
）
を
波
及
せ
し
め
る
に
は
、
壷
 
 

懲
り
外
相
貿
易
高
の
欒
動
に
よ
り
、
現
に
生
じ
て
ゐ
る
相
違
を
隼
均
す
る
方
法
ぬ
の
み
依
る
の
で
あ
る
。
 
 

（
1
6
）
 
 
 

斯
る
方
法
鱒
依
り
て
紋
所
活
動
に
捕
著
な
影
響
を
及
ぼ
L
得
る
と
t
て
も
、
或
一
因
民
経
臍
の
景
気
が
、
他
の
閣
民
経
酒
へ
」
 
 

後
の
闊
民
経
済
活
動
脆
園
の
欒
化
が
、
唯
輸
出
及
び
輸
入
額
の
欒
動
に
基
づ
く
限
少
－
」
完
全
に
波
及
し
た
と
は
奉
払
得
な
い
。
恩
 
 

ヽ
’
＿
＿
ヽ
 
 

気
の
「
波
及
」
あ
り
と
云
ひ
得
る
に
は
寧
ろ
次
の
場
合
、
即
ち
園
内
取
引
、
云
ひ
換
れ
ぼ
時
に
披
影
響
団
の
図
内
需
宴
も
亦
、
同
方
向
 
 

へ
の
影
響
患
家
つ
た
嶺
合
に
始
め
て
夫
あ
り
と
云
ひ
得
る
。
然
七
乍
ら
斯
る
景
気
の
波
及
は
、
甫
坂
状
態
の
均
術
と
云
ふ
笹
純
な
る
 
 

事
象
の
み
で
は
充
分
に
詮
明
さ
れ
緒
な
い
。
市
婁
の
国
際
的
均
術
傾
向
が
、
景
気
欒
勤
の
篭
展
に
勤
し
妨
害
と
な
ら
な
い
が
焉
に
は
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

更
に
進
ん
で
他
の
諸
爽
政
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
場
合
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
投
機
的
契
撥
で
あ
る
。
即
ち
市
場
状
態
の
 
 

ヽ
ヽ
 
欒
勤
に
及
ぼ
す
個
別
経
酒
の
反
動
之
で
あ
る
。
 
 
 

此
の
投
撥
的
契
機
夫
自
身
は
、
椋
々
な
る
事
情
を
比
較
考
慮
し
、
以
て
定
め
ら
れ
る
「
僻
梅
原
描
こ
の
中
に
表
さ
れ
て
ゐ
る
と
殆
ど
 
 

る
と
い
ふ
軍
之
で
あ
る
。
 
 

費
嵐
り
観
際
約
許
銅
棒
 
 

（
九
七
）
 
九
七
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療
忘
ノ
巷
 
第
一
誠
 
 

（
九
八
）
 
九
八
 
 

同
様
な
相
封
作
用
を
、
蟹
挿
す
る
傾
向
を
有
し
て
ゐ
る
。
天
井
な
し
の
憤
格
昂
騰
は
、
或
程
度
造
岩
要
を
刺
戟
す
る
。
即
ち
勝
男
者
 
 

は
彼
の
需
婁
を
廃
偵
に
宛
て
ん
と
努
め
る
。
而
も
購
買
者
は
、
如
何
な
る
貼
迄
此
の
努
力
を
続
け
得
る
か
巧
種
々
な
る
番
噂
特
 
 

に
将
帥
的
契
機
即
ち
「
企
発
心
」
に
依
存
す
る
。
 
 

夫
故
に
成
因
内
部
分
市
場
の
偵
格
状
儲
が
、
閻
際
苗
場
区
域
内
の
均
衡
運
動
に
よ
り
、
憤
格
上
昇
の
意
味
合
の
影
ぜ
を
受
け
る
と
 
 

し
、
叉
そ
の
外
固
か
ら
の
影
響
も
山
厨
偵
格
を
昂
騰
せ
し
め
る
梯
影
響
す
る
と
侶
定
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
投
機
的
契
横
は
国
内
需
要
 
 

を
刺
戟
L
同
時
に
関
内
の
部
分
市
場
に
固
有
な
る
慣
格
攣
動
を
生
ぜ
し
め
る
傾
向
を
有
つ
に
至
る
だ
ら
う
。
而
し
て
爾
後
多
少
猫
自
 
 

庭
慣
梅
欒
動
は
そ
の
教
展
を
披
け
る
。
之
だ
ら
う
に
反
し
憤
櫓
下
落
の
窃
合
に
は
反
封
の
方
向
に
類
似
事
象
が
進
行
す
る
。
 
 
 

供
給
の
方
面
に
於
て
も
こ
の
投
汲
的
契
機
は
通
常
軽
度
で
は
あ
る
が
傾
向
の
刺
し
い
慣
格
欒
劫
を
惹
き
起
す
、
特
に
好
景
気
の
絶
 
 

頂
に
は
、
周
知
の
如
く
慣
格
昂
騰
は
、
弼
り
需
妥
の
増
加
に
伐
て
の
み
な
ら
す
、
叉
少
か
ら
ざ
る
範
囲
に
於
て
、
密
事
側
（
商
人
、
 
 

生
産
者
）
か
ら
ゐ
蓄
蔵
貨
物
の
思
惑
的
買
占
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
叉
反
射
の
憤
格
別
欒
は
往
々
斯
る
苔
減
貨
物
の
暴
落
に
導
き
膠
 
 

（
1
7
）
 
 

な
も
の
で
あ
る
。
 
 

把
判
然
り
現
れ
る
、
即
ち
大
な
る
国
際
的
原
料
詔
市
場
を
そ
の
生
産
の
基
礎
上
な
す
と
こ
ろ
、
又
は
其
の
後
の
加
エ
の
、
及
び
終
局
 
 
 

慣
格
の
欒
勤
に
よ
り
此
の
投
機
的
契
横
が
需
安
に
及
ぼ
す
傾
向
の
意
義
如
何
、
叉
そ
れ
が
如
何
な
る
種
類
の
影
響
を
及
ぼ
す
か
は
 
 

各
市
場
に
よ
り
異
な
る
。
投
機
の
影
響
は
物
品
（
商
品
）
市
場
に
於
て
故
も
明
瞭
で
あ
る
、
殊
に
憩
該
物
品
に
封
す
る
需
要
が
弾
力
性
 
 

（
柑
）
 
 

大
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
そ
の
影
響
は
明
瞭
で
あ
る
。
そ
の
茸
例
は
移
し
く
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
影
響
は
次
の
研
に
於
て
特
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的
滑
費
の
状
態
が
原
料
の
側
か
ち
銃
敏
な
衝
撃
を
受
け
る
と
こ
ろ
之
で
参
る
。
 
 
 

関
内
供
給
及
び
特
に
園
内
需
要
の
影
響
に
件
竺
固
か
ら
他
の
団
々
へ
の
景
気
欒
動
の
波
及
が
坐
す
る
。
そ
れ
に
よ
㌢
同
時
に
被
 
 

衝
撃
組
に
於
て
長
束
形
成
の
三
の
新
し
い
奥
械
が
創
造
さ
れ
る
。
富
ひ
漢
へ
れ
ば
∵
度
閣
内
需
要
の
運
動
が
開
始
さ
れ
た
な
ら
ば
 
 

そ
の
運
動
は
爾
後
濁
自
に
磯
展
を
披
け
、
時
に
些
景
気
の
国
内
要
因
」
と
し
て
園
外
よ
り
の
衝
撃
に
勤
続
す
る
こ
と
が
出
奔
る
。
夫
 
 

に
も
拘
ら
ず
周
外
よ
少
の
衝
撃
が
依
然
と
し
て
活
動
を
績
け
る
が
故
に
、
遽
に
園
内
の
市
場
兢
態
の
頚
展
と
園
外
の
そ
れ
と
が
」
致
 
 

せ
ん
と
す
る
傾
向
を
示
す
に
至
る
。
 
 
 

菟
に
取
救
っ
て
ゐ
る
投
機
的
契
機
は
、
信
用
市
場
に
於
て
は
塊
紬
な
る
役
割
を
演
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
何
と
な
れ
ぼ
特
に
鹿
周
信
 
 

用
市
場
に
於
て
は
、
－
景
気
波
及
に
勤
し
故
大
な
る
意
義
を
有
す
る
ー
そ
の
利
率
低
く
、
殆
ど
膵
釆
の
信
用
需
要
の
見
越
が
問
 
 

題
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
波
及
事
象
は
、
屡
々
柾
々
な
る
国
々
に
於
け
る
景
気
を
綜
合
流
仙
せ
し
め
る
よ
．
り
は
寧
 
 

ろ
信
用
市
場
に
分
化
的
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

此
の
偵
格
攣
動
に
及
ぼ
す
投
機
的
作
用
、
及
び
種
々
な
る
事
情
を
比
較
考
慮
し
以
て
定
め
ら
れ
る
「
慣
格
原
理
申
」
に
表
さ
れ
て
ゐ
 
 

る
琴
警
供
給
と
、
慣
格
攣
劫
と
の
関
係
以
外
に
椅
、
例
へ
ぼ
、
所
得
の
欒
勤
、
構
四
月
刀
解
除
、
購
買
力
延
期
、
等
多
く
の
他
の
傾
 
 

向
が
影
響
す
る
。
 
 
 

勿
諦
外
部
か
ら
翳
さ
れ
た
偵
格
攣
動
に
困
り
影
尊
を
受
け
た
収
益
欒
動
、
及
び
購
買
力
解
除
が
、
そ
の
原
因
を
受
け
て
居
る
同
一
 
 

市
場
へ
影
増
す
る
も
の
で
あ
る
と
l
で
か
事
は
出
来
な
い
、
多
少
の
購
買
力
は
叉
他
の
市
場
へ
流
親
し
、
而
も
そ
の
衝
撃
を
輿
へ
た
市
 
 

溜
嵐
の
観
際
約
渾
関
係
 
 

∵
（
九
九
）
 
九
九
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（
鵬
0
0
）
山
O
q
 
 
 

第
玉
食
 
 
第
一
脆
 
 

婁
忙
は
何
ら
の
彩
埋
を
も
残
さ
な
い
で
。
さ
れ
ば
、
こ
れ
ら
椀
々
な
る
傾
向
は
、
－
部
は
協
力
し
、
】
部
は
相
反
す
。
内
外
に
於
け
 
 

る
需
要
欒
動
の
結
果
が
並
行
状
態
に
あ
る
限
り
、
投
槙
の
偶
格
攣
劫
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
此
の
過
程
に
於
て
重
要
な
役
割
を
流
す
る
 
 

筈
の
も
の
で
あ
る
。
失
政
に
景
気
波
及
機
構
の
此
の
方
面
を
特
に
盈
大
硯
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
－
 
 
 

波
及
横
棒
の
特
性
は
多
く
の
場
合
～
好
景
気
に
も
あ
れ
不
景
気
に
も
あ
れ
 
ー
一
つ
の
部
分
苗
場
著
し
く
ぼ
、
一
つ
の
輯
民
患
 
 

紡
が
、
山
つ
或
は
数
多
の
国
際
市
場
に
勤
し
景
気
欒
動
の
指
導
的
地
僚
を
有
つ
と
云
ふ
寄
で
あ
る
。
此
の
指
導
国
が
諸
国
間
の
均
衡
 
 

運
動
に
勤
し
て
術
撃
を
輿
ふ
る
も
の
で
、
他
の
指
図
の
投
撥
及
び
企
発
心
に
方
向
を
指
示
す
る
の
は
、
そ
の
例
謹
で
あ
る
。
斯
る
指
 
 

導
者
た
る
に
は
特
に
次
の
如
き
圃
民
経
済
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
、
。
即
ち
経
済
生
括
に
於
け
る
長
期
の
波
状
超
勤
の
型
が
強
い
上
方
 
 

向
（
他
の
囲
民
経
蘭
に
比
し
て
）
を
示
し
、
総
て
景
気
カ
ー
ブ
の
並
幅
が
よ
り
軌
烈
に
し
て
．
、
叉
其
の
取
引
が
他
の
諸
因
に
封
し
て
決
 
 

お
約
束
鮎
を
な
す
国
民
絃
臍
之
で
あ
る
。
即
ち
「
九
…
四
年
直
前
二
〇
年
間
の
特
に
猫
逸
、
合
衆
図
は
「
世
界
の
景
気
欒
勤
」
に
劃
し
 
 
 

刺
職
を
興
へ
た
の
で
あ
つ
た
。
（
未
完
）
 
 

】
．
尚
例
へ
げ
エ
．
ロ
e
コ
訝
「
a
ロ
e
p
r
e
s
s
…
○
コ
e
n
O
コ
○
ヨ
州
q
u
e
乳
s
O
C
を
e
e
こ
T
H
藍
O
i
r
e
計
s
七
こ
〆
】
x
墓
e
s
・
B
r
亡
x
e
ニ
e
s
】
0
0
盟
－
S
・
N
牟
、
声
い
 
 

B
u
r
t
。
コ
㌔
訂
コ
C
致
C
ュ
∽
e
S
、
a
・
P
〇
・
㍍
・
違
ご
C
L
L
亀
a
r
Y
ロ
e
s
〔
r
i
s
e
s
c
O
j
∃
用
r
C
仙
a
－
e
s
e
什
d
e
－
e
弓
r
e
す
u
r
 
p
＝
r
旨
d
i
q
u
e
 
 

e
⊃
F
r
a
コ
C
e
b
コ
空
色
e
t
e
e
r
e
e
什
a
u
x
E
叶
a
t
s
U
コ
F
P
a
．
〇
こ
S
・
】
メ
血
豆
・
こ
歪
f
訂
W
・
R
O
P
k
e
↓
D
訂
K
O
コ
j
u
コ
k
t
u
r
こ
e
コ
a
】
冶
N
．
 
 

S
．
】
声
其
の
他
。
参
照
 
 
 

N
．
L
．
S
c
h
u
ヨ
P
e
t
e
r
－
ロ
試
W
e
s
川
コ
u
コ
d
d
e
r
H
a
壱
t
両
コ
h
a
l
什
d
e
ニ
h
川
O
r
≡
s
c
h
e
コ
コ
a
百
a
T
O
k
O
コ
U
ヨ
ヂ
L
e
宮
古
】
芭
0
0
・
参
照
 
 

㌧
 
u
．
レ
プ
ク
ー
氏
ほ
↓
他
の
瘍
合
共
潟
東
現
象
み
、
恩
威
¢
〔
悌
鯵
」
箪
弼
†
。
し
（
前
掲
一
〇
賞
及
一
七
望
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マ
y
は
（
F
・
K
・
三
。
。
。
一
D
訂
G
r
u
コ
旨
∃
e
コ
d
e
r
S
t
e
亡
川
r
a
b
w
e
h
r
〉
註
e
s
e
、
こ
a
h
r
b
u
や
e
r
＝
こ
〓
・
【
・
芦
B
d
・
－
S
・
岩
・
）
此
の
意
味
1
こ
 
 
 

於
け
ろ
用
語
ほ
租
税
の
碍
嫁
論
に
於
て
チ
ト
ル
漁
に
依
り
始
め
て
使
用
ぜ
ら
れ
た
王
〓
ふ
壌
ね
指
摘
し
て
ゐ
る
。
（
「
か
P
r
O
P
r
i
e
仲
e
Ⅶ
 
P
a
r
訂
 
 
 

】
∞
あ
ー
S
㌧
u
∞
N
）
 
 
 

テ
ー
ル
ほ
此
の
場
合
噂
嫁
過
程
な
友
射
に
£
か
光
の
悌
播
に
比
べ
て
ゐ
ろ
。
荘
に
於
て
托
波
及
ミ
云
ふ
雷
重
石
此
望
息
碗
に
於
て
用
ひ
る
で
 
 

あ
ら
、
フ
○
 
 

丹
 
こ
れ
に
封
し
て
隷
●
く
・
三
u
訂
コ
紆
才
↓
r
a
コ
S
訂
コ
L
e
コ
a
 
l
遥
の
Y
S
．
u
q
以
下
参
照
 
 

u
・
マ
ゾ
氏
¢
前
端
五
二
二
頁
参
照
 
 

の
・
さ
れ
ば
市
場
隠
滅
り
範
閑
ほ
決
し
て
永
綬
終
に
一
定
し
て
ゐ
る
も
の
で
托
な
い
、
即
ち
そ
れ
t
i
代
償
の
差
鍼
l
こ
つ
れ
て
攣
ろ
、
そ
り
代
偶
の
 
 
 

差
旗
持
運
迭
の
困
蹄
及
び
檻
翫
困
難
の
征
服
の
秀
に
必
要
な
る
費
用
あ
決
定
す
ろ
。
 
 

べ
・
声
三
a
r
s
h
a
ニ
ュ
a
コ
d
b
u
c
h
 
d
e
r
く
0
1
k
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
什
s
訂
h
r
e
－
ム
ー
コ
u
巾
l
）
S
t
u
t
t
笥
「
t
 
】
岩
y
 
S
●
い
ぃ
芦
参
照
 
 

∞
・
W
・
H
・
E
d
w
a
r
e
s
－
N
u
r
T
h
e
O
－
荒
川
n
e
r
 
P
r
e
i
s
b
e
w
e
篭
コ
苧
；
W
e
【
t
w
i
r
t
s
c
h
a
≡
i
c
h
e
s
芽
c
h
署
。
こ
N
一
B
n
■
－
」
e
コ
a
】
望
∞
、
S
J
f
竹
．
参
照
 
 

p
 
水
平
的
波
及
も
亦
猫
占
協
定
に
依
り
一
つ
の
市
場
み
数
多
の
「
市
場
隠
滅
」
に
分
別
さ
れ
た
場
合
l
こ
妨
零
さ
れ
る
。
（
鱒
域
環
占
）
 
 
 

は
際
的
γ
ゾ
ヂ
ク
ー
ト
の
削
慢
托
、
此
の
別
慣
触
か
り
ぜ
ば
覇
一
で
ぁ
る
市
場
・
ね
、
人
馬
約
l
こ
い
く
ら
か
の
相
互
に
腰
椎
に
協
切
ら
れ
主
‘
市
 
 
 

場
傾
城
」
に
分
別
す
る
薯
L
い
簡
例
て
あ
ろ
。
 
 
 

レ
ー
フ
ィ
氏
（
D
訂
G
r
u
コ
e
宮
e
コ
d
e
r
W
2
1
t
w
三
s
c
h
a
f
「
蕪
挙
∽
●
】
u
N
）
ほ
太
閤
趨
に
封
し
根
本
的
に
蒐
要
な
此
の
制
度
が
諦
閲
間
の
市
 
 
 

場
状
態
均
衝
へ
及
ば
†
影
響
み
次
の
如
く
特
徴
づ
け
て
ゐ
る
。
即
ち
「
此
の
組
織
に
こ
於
て
け
水
盛
市
場
ほ
、
内
地
諸
取
引
の
食
め
自
由
に
ま
か
 
 
 

さ
れ
て
ゐ
ろ
け
れ
ど
も
輸
出
臨
域
に
関
し
て
ほ
、
劉
薯
が
行
ほ
れ
そ
＝
ほ
各
骨
旦
に
ミ
り
麻
殻
軍
¢
院
域
ミ
し
て
認
容
さ
れ
ろ
。
そ
の
符
黒
白
 
 
 

由
貿
易
皐
我
の
爽
団
l
こ
於
て
さ
へ
も
、
そ
り
餌
格
形
成
住
他
界
市
場
の
窟
串
臓
格
か
ら
飽
か
れ
て
ゐ
ろ
。
一
九
〇
七
年
に
起
上
次
の
事
柄
に
そ
 
 

景
鼠
り
観
際
的
瀦
蘭
係
 
 

（
一
〇
】
）
一
〇
一
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第
玉
食
．
弟
∵
渋
 
 

（
一
〇
二
）
】
○
こ
 
 
 

¢
糾
で
ぁ
ろ
。
即
ち
イ
ギ
り
ス
に
於
け
る
軌
條
憤
格
代
表
礫
山
霊
心
及
び
七
摺
で
ぁ
つ
㌔
常
時
ア
メ
Ⅴ
カ
内
地
の
慣
相
打
イ
ギ
り
ス
の
そ
 
 
 

れ
よ
り
も
遥
か
に
安
倍
で
あ
つ
圭
．
即
、
そ
の
年
の
丸
】
ケ
年
に
合
歓
洲
ヘ
ア
メ
Ⅴ
カ
の
執
傑
が
僅
か
四
七
四
樺
し
か
遥
入
て
衆
な
か
つ
㌔
 
 
 

類
似
の
関
係
任
、
r
九
〇
三
年
の
猫
、
葵
螺
旋
協
商
に
生
じ
㌔
（
B
・
＝
a
－
ヨ
S
－
＜
○
－
k
s
w
已
s
c
ト
a
f
什
・
u
コ
n
W
e
－
t
w
i
r
落
日
a
f
t
㌫
．
N
芦
）
そ
 
 
 

の
鱗
商
ほ
次
の
串
あ
驚
施
し
㌔
即
ち
一
九
〇
五
年
一
〇
月
】
日
以
降
そ
の
持
合
し
㍗
驚
発
内
に
於
て
ド
イ
ツ
に
て
ほ
決
し
て
イ
ギ
り
ス
の
 
 
 

叉
イ
ギ
Ⅴ
ス
ド
て
ほ
決
し
て
ド
イ
ツ
り
牲
文
を
最
早
引
受
け
な
い
。
個
々
の
市
域
隠
域
に
於
て
、
私
舷
臍
的
協
定
に
依
る
此
穂
の
或
二
つ
の
 
 
 

市
鎗
の
分
割
の
他
の
蕗
例
托
、
間
際
的
硫
安
カ
ル
テ
か
房
、
耳
反
射
瞑
稲
子
企
発
カ
ル
テ
か
等
々
で
あ
る
。
（
B
．
H
彗
ヨ
S
南
端
寄
こ
五
四
京
 
 
 

劇
下
参
照
）
 
 

岩
・
エ
・
「
e
く
y
）
 
前
端
四
三
貫
参
照
 
 

〓
・
F
・
B
・
W
・
く
・
H
e
r
ヨ
a
コ
コ
．
S
t
針
s
w
芝
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
U
コ
t
e
r
S
宍
h
u
コ
笥
こ
0
0
遥
S
．
ム
N
△
．
参
照
 
 

】
N
・
L
－
コ
i
r
s
h
｝
O
r
笥
コ
許
t
i
O
コ
u
コ
d
F
O
r
ヨ
e
コ
d
e
s
コ
a
コ
d
2
訂
u
コ
J
J
e
r
s
－
a
a
芳
h
2
コ
B
i
コ
コ
e
コ
h
a
⊃
J
e
l
s
p
O
－
i
－
i
k
・
G
ど
コ
今
i
s
s
（
野
S
O
N
l
a
・
 
 
 

－
O
k
O
コ
○
∃
i
k
．
√
＜
・
＞
b
岬
・
こ
】
●
↓
e
ニ
ー
T
亡
b
i
コ
笥
コ
l
望
u
】
S
．
余
f
f
．
参
照
 
 

】
u
・
尚
声
苫
a
r
s
h
a
】
√
前
職
三
三
入
質
以
下
を
も
重
婚
】
P
 
W
●
R
O
P
k
e
－
前
鴇
一
七
貰
参
照
 
 

】
∽
・
此
に
封
し
て
K
・
W
監
e
コ
f
e
】
d
－
哲
t
・
W
e
l
t
ヨ
a
r
k
〓
ヨ
W
O
r
t
2
「
b
．
d
・
＜
○
－
k
s
w
i
r
什
s
n
h
a
f
什
。
”
u
．
ぎ
ヂ
B
m
．
ご
｝
S
．
】
u
u
y
亡
コ
d
F
 
 
 

O
p
p
e
コ
h
e
i
ヨ
e
r
こ
h
e
O
i
r
e
d
e
二
e
i
コ
u
コ
d
p
O
≡
許
h
e
n
0
2
k
O
コ
ヨ
i
e
－
u
・
ぎ
f
－
・
こ
・
〓
a
】
b
b
d
．
－
G
r
u
コ
d
l
e
讐
コ
曙
L
e
コ
a
】
Ⅶ
N
u
二
三
三
 
 

六
貢
以
下
参
贈
声
宴
t
c
h
e
一
】
－
前
抱
四
四
七
貰
姦
纏
 
 

－
り
・
此
れ
に
封
し
て
ほ
↓
h
・
W
・
吉
。
h
。
l
；
O
P
e
t
i
v
e
i
l
ど
s
宮
牒
a
亡
S
e
。
f
b
u
s
ぎ
e
s
s
 
c
y
c
i
e
s
）
T
h
e
β
u
a
r
t
e
ユ
y
し
。
u
r
コ
a
－
○
〓
汗
○
コ
・
 
 
 

〇
ヨ
i
n
s
。
－
＜
。
】
－
X
く
≡
こ
望
♪
S
●
缶
l
f
f
●
】
0
0
●
此
れ
l
＝
封
L
て
ほ
∵
召
．
誤
富
e
、
ロ
i
e
K
O
コ
j
u
コ
k
ど
r
姦
照
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